
備
後
と
井
笠
地
区
の
登
山
愛
好

家
で
つ
く
る「
福
山
山
岳
会
」（
事
務

局
＝
福
山
市
北
本
庄
２
｜
４
｜
３
、
大

田
祐
介
会
長
＝
福
山
市
議
会
議
員
、

本
誌
コ
ラ
ム「
祐
介
の
目
」執
筆
者
、

会
員
２
８
０
人
、
電
０
９
０
・
３
３

７
３
・
２
６
８
４
）
は
、
創
立
１
０

０
周
年
を
迎
え
、
大
田
会
長
ら
約
80

人
の
会
員
が
２
月
23
日
に
記
念
登

山
を
行
っ
た
。

豪
商
「
く
ろ
が
ね
や
」
当
主
だ
っ

た
初
代
会
長
の
藤
井
與
一
右
衛
門

（
よ
い
ち
え
も
ん
）

氏
に
敬
意
を
払

い
、
１
９
１
９
年

の
同
じ
日
に
行
わ

れ
た
第
１
回
目
登

山
と
同
じ
熊
ケ
峰

（
標
高
４
３
８
ｍ
）

に
登
り
、
グ
リ
ー

ン
ラ
イ
ン
に
あ
る

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ

ー
ク
」
で
記
念
植

樹
を
行
っ
た
。

下
山
途
中
に
は

同
市
鞆
町
に
あ
る

藤
井
氏
ゆ
か
り
の

「
後
山
山
荘
」を
訪

ね
、
初
代
会
長
を

偲
ん
だ
。

同
山
荘
は
、
藤

井
氏
の
弟
で
日
本

を
代
表
す
る
建
築

家
・
藤
井
厚
二
氏
が
兄
の
た
め
に

つ
く
っ
た
昭
和
初
期
の
「
鞆
別
荘
」

で
、
現
代
建
築
家
・
前
田
圭
介
氏

（
Ｕ
Ｉ
Ｄ
一
級
建
築
士
事
務
所
代

表
）
が
２
０
１
３
年
に
再
生
し
た
。

見
学
に
は
予
約
が
必
要
で
、
当
日
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
「
後
山
山
荘
倶

楽
部
」（
松
隈
 章
・
谷
藤
史
彦
＝
共

同
代
表
）
の
メ
ン
バ
ー
が
対
応
し

た
。大

田
会
長
は
「
戦
前
か
ら
戦
後
に

か
け
て
福
山
の
経
済
界
を
リ
ー
ド

し
た
藤
井
氏
は
、
登
山
な
ど
の
ス
ポ

ー
ツ
や
芸
術
に
も
造
け
い
が
深
く
、

後
山
山
荘
に
は
漢
詩
『
鞆
八
景
』
が

残
さ
れ
て
い
る
。
改
め
て
藤
井
氏
の

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
知
る
と
同

時
に
、
今
後
、
顕
彰
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
痛
感
し
た
」
と
述
べ
た
。

な
お
、
福
山
山
岳
会
は
創
立
１
０

０
周
年
を
記
念
し
、
備
後
圏
な
ど
に

あ
る
１
０
６
の
山
岳
コ
ー
ス
を
紹

介
し
た
ガ
イ
ド
本
「
コ
ー
ス
ガ
イ
ド

１
０
０
」
を
発
行
し
た
。
Ａ
４
版
２

福山山岳会が創立100周年
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２
４
ペ
ー
ジ
。
価
格
は
２
千
円
（
税

別
）。
啓
文
社
各
店
で
発
売
中
。

藤井初代会長ゆかりの「後山山荘」でカメラにおさまる福山山岳会の会
員。一番手前が大田祐介会長

初
代
会
長
は
藤
井
與
一
右
衛
門
氏

豪
商
「
く
ろ
が
ね
や
」
の
当
主

第
１
回
目
と
同
じ
熊
ケ
峰
に
登
山

藤
井
氏
縁
の
「
後
山
山
荘
」
訪
問

記
念
の
ガ
イ
ド
本
も
発
行

備
後
圏
等
の
山
岳
Ｃ
紹
介

1968年5月に福山城公園において福山山岳会の主管で開催された第4回
「広島県登山体育大会」で挨拶する藤井会長（中央）。その右が徳永豊・
福山市長（いずれも当時）


